
美唄茶志内地区

N

（美唄市）

本地区は、北海道の石狩平野のほぼ中央に位置し、石狩川の左岸

に拓けた水田地帯であり、水稲及び転作作物の小麦・大豆を主体に

たまねぎやアスパラガス等の高収益作物を導入するなど稲作複合経

営が進められている農業専業地帯である。

しかし、地区内では高齢化による農家数の減少に伴い個別経営の

規模拡大が進む一方で、農地の分散化が進んでいる。このため、狭

小なほ場の区画で、かつ、泥炭土壌に起因する泥濘（ぬかるみ）か

ら機械化作業の効率を妨げている。さらに、ほ場排水が不良のため、

小麦・大豆などの収量や品質も不安定な状況にある。

実施期間 ：平成２４年度～

関係市町村：美唄市

受益面積 ：１，３７８ｈａ

主要作物 ：水稲、小麦、大豆、たまねぎ、アスパラガス等

本事業は、既耕地を再編整備する区画

整理と地目変換による農地造成を一体的

に施行し、生産性の高い基盤の形成と土

地利用の整序化を通じ、農業の振興を基

幹とした本地域の活性化に資することを

目的とする。

本地区では、農家の高齢化による農家

数の減少に対応すべく、担い手への農地

利用集積や作業受委託面積拡大を推進し、

農作業の効率化を図るとともに、関係機

関が一体となった先進的営農技術の普及

や地域全体での田畑輪換耕作が可能とな

る基盤の確立を目指す。

小区画なほ場

未整備な排水路

国 営 農 地 再 編 整 備 事 業
び ば い ちゃ し ない

事 業 概 要

事 業 目 的

現 状

ＪＡびばい：利雪型ｶﾝﾄﾘｰｴﾚﾍﾞｰﾀｰ【雪蔵工房】

（雪を活用した環境に優しい低温保管で品質保持）

～大型汎用田の整備を通じた食料自給率向上の推進～

整 備 イ メ ー ジ
〔茶志内エリア〕

整備後ほ場面積
1.2ha

整 備 後

現況ほ場平均面積
0.3ha～0.5ha

整 備 前



高 生 産 性 水 田 営 農 の 実 現 に よ る 地 域 農 業 振 興

国営農地再編整備事業によるほ場の大区画化にあわせて、 農地利用集積円滑化事業

団体 （美唄市）を中心とする農地利用集積や麦作営農組合等による作業受託を促進

し、農作業の効率化と営農労力の適正配分を図ることによって、大規模土地利用型

営農と野菜類主体の集約的営農の一体的安定化による多様な担い手の育成を実現し

ます。また、泥炭地水田の整備水準を斉一化すると同時に関係機関が一体となった

先進的な営農技術の普及を進め、地域全体での田畑輪換耕作を可能とすることに

よって、幅広い需要に即応した多様なコメ生産と高品質転作作物の安定生産に向け

た地域営農体系を再構築し、食料自給率の向上に資するとともに地場産農産物の利

用を通じた地域農業の６次産業化等を図るものです。

ＪＡと大学が連携した

「稲作体験塾（農業体験）」

を通じた食育を推進

都市と農村との交流
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取組 拡大

食料自給率向上と

農業・農村の６次産業化
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◇おにぎりを新たな美唄名物にして

米どころＰＲ「おにぎりプロジェクト」を展開

→小冊子「美唄おにぎり物語」を作成し、美唄市

の基幹産業である米づくりをＰＲ（美唄青年会議所）

取組 拡大

農地利用集積を通じた多様な担い手の育成

土地利用型営農と集約型営農
の一体的安定化

農地利用集積円滑
化事業（美唄市）

による農地の賃貸借

営農組合による
農作業受託

農地利用集積

広域的ほ場整備水準の均質化

大型汎用田の整備

末端施設整備によるほ場毎の用排水管理

泥炭に起因する不等沈下の解消

暗渠を利用した地下水位制御システム

永続的田畑輪換耕作が可能となる
生産基盤の確立


